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主
な
記
事

、磯の自然観察にでかけましよう

･武田薬品研究所竣工式見学会で門前宣伝

･環境問題とメディアの役割

･地元農業とTPP参加反対の意見書採択

「TPP参加に反対する意見書の提出』を今市議会で採択

2月6日馳元農業を考える会」が開催され、この会の倉鵬者である浅井まり子氏のあいさつでは「最

初は農業を知らなかったが、それぞれの人との関わりの中で大切さが分かった。食べる側は無頓着で、作

る側の苦労を知らない｡」と話されました。この催しが31回で､今年限りで終止符を打つというもので、

とても残念です。各地に地産地消を広めて行けるようになったことで会の目標が達成されたこと、メンバ

ーの高齢化などが理由でした。それぞれの地域で仲間を作って欲しい、作る苦労の生産者と知り合えたこ

と、食を通じて元気でいられるようにと。

馳産地消の現場からの報告」では①藤沢市農水課長石垣邦夫氏による報告で、農家の減少、経営耕地

面積の減少、放棄地などの詳しいデータを説明、野菜等の出荷量の説明があり、トマトやブドウは県内

でも1位．2位の量であることが報告されました。

②亀井利貞氏（農調は、土作りから生産量を上げ、後継者を増やしたいと語りました。

③菊池達也氏は市と農協が開設した「わいわい市（六会地区の国道沿いにできた)」の責任者になり、バ

ブル崩壊期を経験したなかで流通と価格について述べ「腹で食べ、口で食べ、目で食べ、心で食べる」

を合い言葉に良い食をつくって行くために、大切に作ったものは大切に食べようと話しました。

④新藤ハル氏は消費者の立場で食生活研究会と出会い「見た目ではなく安全安心なたべものを求め、生産

者とのつながりで単なる物の売り買いでなく、自然を大切にしていくことで共生していることがこの運

動が長く続いた」と述べました。

今国会で問題になっているTPP(環太平洋連携会議）参加は日本の農作物の自給率を減らし、農家の

経営が成り立たなくなる大問題であること。子どもの頃から生活の中にホンモノを見分け、家族として食

から健康を取り入れて料理することの大切さを教えて欲しいとの発言もありました。

「わいわい市」は近くの生産者が作ったが新鮮で安心な野菜などを消費者が直接手に入れることができ

六会、御所見（ごしよみ－な）にあるが、全地区で庭のような場所が広がっていくことが望ましく、これ

からも期待されます。 rわいわい市畠

TPP参加に、2月藤沢市議会建設常

任委員会で反対の立場で国に対し意見書

を提出してほしいという陳情を採択した

のは、市民が動き、市議会が受け止めて、

たいへん心強いことだと思います。

（日比遥）
オオイヌフグリ〈春の道端によく見ら

れるヨーロッパ原産の帰化植物）
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